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定価● 100円

自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう＇

反核運動を継続し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業をずすめよう！

つ
ぎ
にし9

こ
の
＂
だ
い
を

っ
た
え
て
ゆ
く
の
は

あ
な
た
で
す
．

●今こそ非核法を！運動
が始まった

●やはり！米軍機墜落
--... 、 - -—低空飛行を止めよう（高知）

●小平の町に騒音が降る
ー自衛隊機監視人インタビュー

●沖縄から：宝珠山発言その後

●議会で「安保」見直しの動き
●原潜が核疑惑の「本命」に浮上
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さだ子と千羽づる

ハ’
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,

.

 

●東事費削減を求める
ハガキを今年も！

絵本を通して平和を考える会
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七
月
十
八
日
に
「
今
こ
そ
非
核
法
を
！
」
の
訴
え

が
、
宇
都
宮
徳
馬
さ
ん
、
本
島
等
長
埼
市
長
、
タ
レ

ン
ト
の
黒
柳
徹
子
さ
ん
、

Y
W
C
A
会
長
の
江
尻
美

穂
子
さ
ん
、
作
家
の
林
京
子
さ
ん
、
小
田
実
さ
ん
な

ど
二
十
二
名
の
連
名
で
出
さ
れ
ま
し
た
＾
）

そ
の
後
、
こ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
前
法
政
大
教

授
西
田
勝
さ
ん
の
事
務
所
を
連
絡
所
と
し
て
、
呼
び

か
け
人
・
賛
同
人
の
ご
参
加
を
要
請
す
る
行
動
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
、
九
月
、
十
月
と
遅
々
と
し
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
手
紙
や
電
話
で
呼
び
か
け
を
す
る
な
か
で
、

吉
永
小
百
合
さ
ん
、
長
洲
―
二
神
奈
川
県
知
事
を
は

じ
め
と
し
て
続
々
と
共
賛
の
輪
が
広
が
り
、
十
一
月

四
日
現
在
、
呼
び
か
け
人
九
一
名
、
賛
同
人
一
七
0

名
の
方
々
が
こ
の
運
動
に
参
加
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

五
今
年
末
ま
で
に
拡
大
し
た
呼
び
か
け
人
・
賛
同

人
に
よ
っ
て
、
九
五
年
一
月
よ
り
全
国
署
名
運
動

を
展
開
す
る
。

六
署
名
の
内
容
は
、
七
月
に
呼
び
か
け
た
文
書
に

掲
載
し
た
と
お
り
、

(

1

)

日
本
は
核
兵
器
を
作
ら
な
い
、
持
た
な
い
、

持
ち
込
ま
せ
な
い
。
日
本
を
巌
密
な
非
核
兵
器

地
帯
と
す
る
。

(

2

)

日
本
は
核
兵
器
に
依
存
し
た
安
全
保
障
を
求

め
な
い
。

(

3

)

「
公
開
・
民
主
・
自
主
」
の
原
則
の
も
と
に

核
分
裂
物
質
を
廠
重
に
管
理
規
制
す
る
。

(

4

)

核
兵
器
と
戦
争
の
な
い
世
界
の
実
現
の
た
め

に
率
先
し
て
努
力
す
る
。

(

5

)

こ
の
法
律
を
実
行
す
る
た
め
に
行
政
機
関
を

作
る
。

こ
の
五
項
目
を
中
心
に
し
た
簡
潔
な
も
の
に
す
る
。

七
署
名
活
動
を
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

る
。
ま
た
ワ
ッ
ペ
ン
・
シ
ー
ル
を
作
る
。

八
十
一
月
、
十
二
月
、
三
月
の
地
方
議
会
の
定
例

会
で
、
非
核
法
制
定
に
関
す
る
意
見
書
、
決
議
書

の
採
択
運
動
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
に
非
核
・

み
ど
り
の
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
担
当
し
て
、
モ

デ
ル
文
を
作
る
。

九
九
五
年
五
月
頃
に
新
聞
広
告
を
全
呼
び
か
け
人

賛
同
人
の
名
を
入
れ
て
出
す
。

十
九
五
年
五
月
の
悪
法
記
念
の
日
の
あ
と
に
中
央

今

ー そ
非核法を

、一

し

.,. 
●
具
体
的
運
動

方
針
決
ま
る

．
 

そ
こ
で
こ
の
際
、
組
緑
的
な
運
動
体
を
作
り
、
運

動
の
目
標
に
向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
呼
び

か
け
人
・
賛
同
人
合
同
の
第
一
回
会
議
が
、
東
京
都

中
野
区
の
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
二
四
名
の
方

が
参
集
さ
れ
、
西
田
勝
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り

に
梅
林
宏
道
さ
ん
に
よ
る
経
過
報
告
と
、
一
非
核
法

を
め
ぐ
る
今
日
の
動
き
'
-
に
つ
い
て
報
告
か
あ
り
、

運
動
の
方
法
と
組
織
•
財
政
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
以
下
こ
の
会
議
で
決
定
し
た
事
項
を
ご
報
告
し
、

全
国
の
み
な
さ
ま
に
こ
の
運
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参

範
囲
内
で
自
立
・
独
自
の
運
営
活
動
を
し
て
い
く
。

二
東
京
に
全
体
事
務
局
を
置
く
。
当
面
の
場
所
は

次
の
と
お
り
と
す
る
。

※
東
京
都
中
野
区
中
野
五
ニ
ニ
ニ
―
+
―
ニ
ニ

0
I
 
ij:> 
0
三
（
五
三
四
三
）
一
八
二
0

(
F
A
X
共
用
）
西
田
勝
平
和
研
究
室
気
付
け

三
署
名
の
訴
ぇ
文
や
用
紙
作
成
の
た
め
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
、
梅
林
宏
道
さ
ん
を
キ
ャ
ッ
プ

と
し
て
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
か
ら
選
出

し
た
方
々
で
形
成
す
る
。

一
全
体
事
務
局
か
ら
の
呼
び
か
け
で
参
加
さ
れ
た

呼
び
か
け
人
の
会
費
五
0
0
0
円
、
賛
同
人
の
会

費
二

0
0
0
円
の
収
入
は
全
体
事
務
局
の
運
営
に

あ
て
る
。

二
各
地
区
連
絡
セ
ン
タ
ー
で
広
げ
た
呼
び
か
け
人

の
会
費
五
0
0
0
円
の
う
ち
、
半
額
は
全
体
事
務

で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。
著
名
な
呼
び
か
け

人
の
発
言
と
、
全
政
党
代
表
の
出
席
を
求
め
る
。

ス
タ
ー
ト

し‘, 

‘, 

................................ 

五
薮
に
つ
い
て
[

................................ 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
 

ヽ

．

ば
租
織
に
つ
し
て
．

一
前
述
の
運
動
展
開
の
た
め
に
、
各
県
、
市
、
町
、

村
単
位
（
そ
れ
以
下
の
職
場
を
含
む
小
単
位
も
可
）

で
地
方
連
絡
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
署
名
の
趣
旨
の

新
年
に
は
署
名
が
ス
タ
ー
ト

ょ
し
ょ
運
動
が

.............................................. 

＂
運
動
の
展
開
に
関
し
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

一
呼
び
か
け
人
・
賛
同
人
を
今
年
末
ま
で
に
合
計

五
0
0
0
名
を
目
標
と
し
て
拡
大
す
る
。
（
都
・

府
・
県
ご
と
に
約
一

0

0
名
以
上
を
目
標
）

二
こ
の
運
動
は
政
党
・
政
派
・
宗
教
を
越
え
た
運

動
と
す
る
。

三
運
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
別
途
、
労
働
界
、

宗
教
界
、
芸
術
関
係
の
指
導
者
に
訴
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
の
運
動
の
拡
大
を
お
願
い
す
る
◇

四
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
国
会
内
で
こ
の
非

核
方
成
立
を
目
指
す
超
党
派
の
議
員
連
盟
の
結
成

を
お
願
い
す
る
。

局
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
あ
と
の
半
額
と
賛
同

人
二

0
0
0
円
の
全
額
は
地
区
セ
ン
タ
ー
の
会
計

と
す
る
。

今
こ
そ
非
核
法
を
！

広
島
・
長
崎
の
被
爆
五
0
周
年
に
あ
た
り
、
日
本

を
非
核
地
帯
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
対
し
は

じ
め
て
核
廃
絶
の
強
い
働
き
か
け
が
行
え
る
と
思
い

ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
運
動
の
成
功
を
目
指
そ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

◆

◆

』

．．
 
，
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
 

]
あ
な
た
も
呼
び
か
け
人
、
賛
同
人
に
加
わ
っ
~

二
て
下
さ
い
。
同
封
の
み
ど
り
色
の
リ
ー
フ
レ
ッ
i

了
；
の
中
に
返
信
ハ
ガ
キ
と
振
替
用
紙
が
入
っ
て
i

□

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
す
i

ら
で
に
、
呼
び
か
け
人
・
賛
同
人
に
な
っ
て
い
る
一

玉
ハ
は
、
こ
れ
で
友
人
、
知
人
に
働
き
か
け
て
く
[

；
だ
さ
い
。

1
 
.................................................................................... .
 

加
を
お
願
い
し
ま
す
。． 
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ア
メ
リ
カ
の
国
防
認
可
法
（
国
防
権
限
法
）
と
い

う
の
は
、
毎
年
そ
の
年
の
国
防
予
算
を
議
会
が
認
可

す
る
法
律
で
あ
る
。
単
に
使
途
と
金
額
を
定
め
る
だ

け
で
は
な
く
て
、
予
算
の
認
可
に
と
も
な
う
決
議
事

項
な
ど
も
法
律
の
中
に
含
ま
れ
る
。

I
 

o
月
一
日
に
始
ま
る
9
5
米
会
計
年
度
の
国
防
認

可
法
の
第
一
三
二
五
項
は
、
冷
戦
後
の
日
米
安
保
関

(

A

)

合
衆
国
人
員
の
数
と
配
置
場
所

(

B

)

合
衆
国
軍
の
主
要
部
隊
の
数
と
大
き
さ

と
配
置
場
所

(

C

)

合
衆
国
軍
施
設
の
目
録
と
、
軍
事
的
、

経
済
的
、
環
境
面
を
含
む
利
用
状
況
の
記
述

(

D

)

共
同
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
問

題
に
関
す
る
、
日
米
両
政
府
間
の
協
議
の
現
状

に
つ
い
て
の
説
明

(

E

)

合
衆
国
の
訓
練
活
動
の
記
述

議
会
の
こ
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
、
国
防
省
が
ど

の
程
度
の
報
告
書
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

判
断
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
数
ペ
ー
ジ
の
報
告
書

で
お
茶
を
濁
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一

0

0

ペ
ー

ジ
を
越
す
報
告
書
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
こ
は
、

待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
国
防
省
が
フ
ル
・
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
を
、
私
た

ち
が
作
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
を
説
明
し
た
い
。

市
民
と
自
治
体
の
動
き
を

ア
メ
リ
カ
の
議
会
が
、
こ
の
項
目
を
国
防
認
可
法

に
盛
り
込
ん
だ
経
過
は
、
沖
縄
か
ら
の
訴
え
に
端
を

発
し
て
い
る
。

沖
縄
で
は
、
本
島
の
面
積
の
二
0

％
を
米
軍
基
地

に
占
拠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
異
常
な
状
態
が
続
い
て

アメリカ議会が
「

95米
国
防
認
可
法
l

第
一
三
二
五
項

係
と
日
本
の
反
基
地
運
動
に
と
っ
て
見
逃
す
こ
と
の

出
来
な
い
重
要
な
も
の
に
な
っ
た
。

余
り
長
く
な
い
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
項
の
全
文
を

正
確
に
訳
し
て
お
こ
う
。

第
一
三
二
五
項
合
衆
国
と
日
本
の
安
全
保
障
関
係

に
つ
い
て
の
報
告

(

a

)

要
求
さ
れ
る
報
告
ー
ー
国
防
長
官
は
合
衆
国

と
日
本
に
関
す
る
安
全
保
障
関
係
に
つ
い
て
、
一
九

九
五
年
三
月
一
日
ま
で
に
議
会
に
報
告
書
を
提
出
し

き
た
。
こ
の
現
状
を
変
え
る
こ
と
が
、
烏
民
の
主
権

と
自
治
を
取
り
戻
す
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
条

件
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

知
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
市
長
、
議
員
、

市
民
団
体
が
、
こ
こ
数
年
ア
メ
リ
カ
の
市
民
や
議
会

に
こ
の
問
題
を
訴
え
る
努
力
を
し
て
き
た
。
と
り
わ

け
沖
縄
出
身
の
市
民
の
多
い
ハ
ワ
イ
出
身
の
議
員
を

通
し
て
米
議
会
に
働
き
か
け
て
き
た
努
力
が
実
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
初
に
下
院
に
提
案
さ
れ
た
と
き
の
項

目
（
第
二
八
五
四
項
）
は
、
も
っ
と
直
接
的
に
沖
縄

の
碁
地
の
現
状
の
点
検
を
要
求
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

国
防
長
官
に
求
め
る
報
告
内
容
に
は
、
「
基
地
返
還

を
求
め
る
沖
縄
県
知
事
の
要
請
に
応
え
て
と
り
う
る

肯
定
的
内
容
」
と
い
う
項
目
も
あ
っ
た
。
こ
の
下
院

案
に
対
し
て
上
院
で
異
論
が
出
さ
れ
、
両
院
協
議
会

（
「
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
）
で
修
正
さ

れ
た
結
果
が
、
前
述
し
た
第
一
三
二
五
項
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
来
、
沖
縄
基
地
の
状
況
の
改
善
を

目
的
と
し
て
、
国
防
長
官
に
報
告
書
作
成
を
命
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
案
を
見
る
限
り
そ
の
目
的

を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、
議
会
が
要
求
し
た
内
容
は
、
冷
戦
後
の

日
米
安
保
条
約
の
役
割
に
つ
い
て
の
検
討
を
大
き
な

目
的
と
し
、
そ
の
観
点
か
ら
基
地
と
そ
の
運
用
状
況

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
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を寸
た

の
i
め
検
ム
ロ女

梅林宏道

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

b

)

報
告
の
内
容
ー
ー
本
項
で
要
求
さ
れ
る
報
告

は
次
の
こ
と
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
合
衆
国
が
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
達
成
そ
う

と
し
て
い
る
安
全
保
障
目
的
の
評
価
。

②
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
合
衆
国
と
日
本

に
対
す
る
脅
威
、
危
険
、
恐
れ
の
分
析
。

③
日
本
に
関
す
る
、
ま
た
太
平
洋
に
お
け
る
安
全

保
障
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
合
衆
国
の
戦
略

に
つ
い
て
の
説
明
。

④
日
本
に
関
す
る
、
ま
た
太
平
洋
に
お
け
る
合
衆

国
の
安
全
保
障
目
的
を
達
成
す
る
際
に
果
た
す
、

日
米
安
保
条
約
の
役
割
の
評
価
。

⑤
合
衆
国
と
日
本
の
安
全
保
障
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
安
全
保
障
に
関
す
る
地
域
的
な
討
論
や

会
議
や
枠
組
み
が
果
た
す
役
割
の
分
析
。

⑥
合
衆
国
と
日
本
が
、
沖
縄
を
含
む
日
本
全
土
に

お
け
る
土
地
問
題
、
訓
練
問
題
な
ど
共
同
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
考
察
。

⑦
過
去
一

0

年
の
間
に
、
日
本
に
移
管
さ
れ
た
沖

縄
を
含
む
在
日
米
軍
施
設
に
つ
い
て
の
記
述
。

⑧
日
本
に
合
衆
国
軍
隊
を
駐
留
さ
せ
る
た
め
に
米

軍
が
負
う
費
用
に
対
し
て
、
日
本
が
果
た
し
て
い

る
貢
献
に
つ
い
て
の
記
述
。

⑨
沖
縄
を
含
む
在
日
米
軍
に
つ
い
て
の
、
次
の
よ

う
な
情
報
を
含
む
概
観
。

国
防
省
の
現
在
の
考
え
方
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
国

防
省
は
日
米
安
保
体
制
の
現
状
維
持
の
必
要
性
を
強

調
し
た
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
日
本
の
市
民
や
自
治
体

が
、
米
議
会
の
軍
備
委
員
長
や
国
防
長
官
に
、
基
地

の
被
害
、
そ
し
て
基
地
の
縮
小
や
撤
去
を
求
め
る
声

を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
自
治
体
が
日
頃
基
地
撤
去
の
た
め
の
努

力
を
し
て
い
な
い
と
不
満
に
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

と
く
に
、
私
た
ち
の
目
か
ら
は
、
自
治
体
の
言
葉
は

立
派
だ
が
行
動
を
伴
わ
な
い
と
不
満
に
思
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
際
、
自
治
体
の
基
本
姿

剪
の
積
極
面
を
伝
え
る
こ
と
が
意
味
を
持
つ
。
こ
れ

ま
で
、
そ
れ
が
米
軍
や
米
議
会
に
伝
わ
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
い
ま
｀
市
民
と
自
治
体
が
米

議
会
に
直
接
働
き
か
け
る
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
市
民
を
代
表
し
て
、
議
員

が
動
け
ば
も
っ
と
有
意
義
に
ち
が
い
な
い
。

5
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米
軍
機
墜
落

地位協定の改正を
東條雅紀
米軍機の低空飛行訓練に反対する
徳島県民行動委員会

（

高

知

）

イ
ロ
ッ
ト
と
目
が
あ
っ
た
」
と
い
う
地
元
住
民
の
証

言
か
ら
推
測
す
る
と
、
米
軍
が
い
う
「
一
五
0
か
ら

三
0

0
メ
ー
ト
ル
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
起
こ
る
べ

く
し
て
起
こ
っ
た
墜
落
事
故
で
あ
る
。

我
々
は
、
①
訓
練
の
中
止
②
墜
落
原
因
の
公
表
③

地
位
協
定
の
見
直
し
④
国
内
法
の
遵
守
⑤
米
軍
基
地

の
縮
小
・
撤
去
ー
を
求
め
て
総
理
、
外
務
省
な
ど
へ

の
抗
議
と
中
止
要
請
文
書
の
送
付
（
十
七
日
）
、
県

知
事
へ
の
中
止
要
請
（
十
八
日
）
、
千
人
の
抗
議
集

会
（
ニ
―
日
）
、
首
相
官
邸
、
外
務
省
、
防
衛
庁
へ

の
抗
議
と
要
請
（
二
五
日
）
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

五
十
嵐
官
房
長
官
は
「
成
果
が
国
民
の
目
に
見
え

る
よ
う
米
側
と
交
渉
し
た
い
」
、
河
野
外
務
大
臣
か

ら
は
「
確
か
に
地
位
協
定
は
あ
る
が
、
安
全
の
ル
ー

ル
が
あ
る
。
米
軍
が
剣
を
研
ぐ
た
め
に
国
民
が
夜
も

眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
な
ど
の
答

弁
が
返
っ
て
き
た
が
、
訓
練
の
中
止
に
つ
い
て
は
消

極
的
だ
っ
た
。

中
止
を
求
め
る
行
動
は
、
飛
行
直
下
自
治
体
の
首

長
に
よ
る
抗
議
や
、
議
会
で
の
訓
練
中
止
意
見
書
が

続
々
と
採
択
さ
れ
た
。
徳
島
県
知
事
の
外
務
省
へ
訪

れ
て
の
直
接
抗
議
（
九
0
年
に
続
き
二
度
目
）
や
高

知
県
知
事
の
首
相
へ
の
要
請
、
さ
ら
に
、
徳
島
県
議

会
で
の
意
見
書
（
九
一
年
以
来
六
度
目
）
は
「
訓
練

の
法
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
日
米
地
位
協
定
の
改
定

に
早
急
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
低
空
飛
行
の
即
時

中
止
と
事
故
原
区
の
徹
底
究
明
お
よ
び
結
果
の
報
告
」

米
軍
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
艦
載
機
．
A

6
イ
ン
ト
ル
ー
ダ
ー
が
十
月
十
四
日
、
低
空
飛
行
訓

練
中
に
高
知
県
土
佐
町
の
早
明
浦
ダ
ム
約
十
キ
ロ
上

流
に
墜
落
し
た
。
米
軍
が
頻
繁
に
訓
練
を
行
い
始
め

た
一
九
八
九
年
夏
以
来
、
我
々
は
「
必
ず
事
故
が
起

き
る
」
と
訓
練
の
中
止
を
求
め
続
け
た
き
た
が
、

「
や
は
り
」
と
の
思
い
を
胸
に
墜
落
現
場
へ
と
走
り
、

事
故
原
因
や
問
題
点
を
独
自
調
査
し
た
。．
 

墜
落
現
場
は
徳
島
市
か
ら
吉
野
川
に
沿
っ
て
一
三

0
キ
ロ
遡
り
、
渇
水
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
早

明
浦
ダ
ム
の
上
流
。
吉
野
川
南
岸
は
す
で
に
晉
察
に

よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
、
地
元
住
民
、
マ
ス
コ
ミ
は
北
岸

（
大
川
村
側
）
の
道
路
上
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
、
道

路
か
ら
下
の
ダ
ム
湖
面
へ
は
立
ち
入
り
厳
禁
。

そ
れ
で
も
南
岸
に
は
機
体
破
片
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
さ
ら
に
搭
乗
者
の
足
、
胴
な
ど
の
肉

片
が
散
乱
し
、
墜
落
時
の
凄
ま
じ
さ
を
か
い
ま
見
せ

た
。
現
場
上
流
約
一
キ
ロ
に
は
学
校
、
役
場
な
ど
が

あ
り
、
日
本
側
に
人
的
被
害
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と

は
不
幸
中
の
幸
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
◇．
 

日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
地
位
協
定
な
ど
で
、
米

軍
機
単
独
事
故
の
場
合
、
晉
察
が
現
場
保
全
の
協
力

を
し
、
調
査
と
機
体
回
収
は
米
軍
が
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
捜
索
活
動
は
岩
国
基
地
（
山
口
県
）
か

ら
ヘ
リ
で
送
り
込
ま
れ
た
米
軍
兵
が
行
い
、
地
元
の

を
求
め
た
強
い
も
の
と
な
っ
た
。．
 

し
か
し
、
米
軍
が
「
訓
練
の
当
面
中
止
」
を
発
表

し
た
十
六
日
、
普
段
に
比
べ
て
高
度
は
高
め
だ
っ
た

が
米
軍
機
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
十
一
月
七

日
に
は
墜
落
現
場
上
空
二
0
0
メ
ー
ト
ル
を
、
訓
練

の
再
開
を
意
図
し
た
調
査
飛
行
が
六
度
に
渡
っ
て
行

わ
れ
、
住
民
の
感
情
を
逆
な
で
し
た
。

四
国
を
飛
ぶ
低
空
飛
行
ル
ー
ト
は
オ
レ
ン
ジ
ル
ー

ト
（
旧
レ
ッ
ド
ル
ー
ト
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
厚
木

基
地
（
神
奈
川
県
）
か
ら
和
歌
山
ー
徳
島
ー
高
知
ー

愛
媛
ー
岩
国
基
地
（
山
口
県
）
へ
と
飛
ぶ
ル
ー
ト
。

空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
や
厚
木
や
岩
国
の

N
L

p
（
夜
間
離
発
着
訓
練
）
と
密
接
に
関
連
し
、
ま
た
、

国
際
情
勢
と
も
密
接
に
関
連
す
る
。

徳
島
県
で
は
中
東
湾
岸
戦
争
直
前
の
一
九
九
一
年

に
は
九
三
回
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
核
問

題
が
浮
上
し
だ
し
た
九
二
年
に
は
一
六
六
回
と
低
空

飛
行
訓
練
の
頻
度
が
増
加
し
た
。

低
空
飛
行
訓
練
を
中
止
さ
せ
る
た
め
に
は
、
息
長

く
、
し
つ
こ
く
、
運
動
を
続
け
て
い
く
。
今
後
の
課

題
と
し
て
被
害
を
受
け
る
（
基
地
も
含
め
て
）
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
◆
◆

河野外務大臣に

訓練中止を求め

要請 (10月25日）

本
山
署
員
や
県
晉
機
動
隊
は
事
故
現
場
南
岸
前
後
約

四
キ
ロ
の
道
路
封
鎖
や
北
岸
の
交
通
整
理
に
従
事
。

[
'
道
か
ら
下
へ
は
降
り
な
い
よ
う
に
」
と
繰
り
返
す

だ
け
で
、
警
官
自
ら
も
「
私
ら
に
も
全
然
わ
か
ら
ん
」

と
自
重
ぎ
み
で
、
主
権
無
視
を
痛
感
。

事
故
現
場
か
ら
下
流
五
0

0
メ
ー
ト
ル
に
住
む
住

民
二
人
の
目
撃
証
言
は
「
三
0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高

さ
で
、
右
翼
を
下
に
左
翼
を
上
に
飛
ん
で
た
。
ご
っ

い
飛
び
か
た
し
よ
ん
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ド
ー
ン

と
い
う
音
が
し
た
。
機
首
は
下
が
っ
て
い
た
」
と
い

う
も
の
。
現
場
手
前
三
0
メ
ー
ト
ル
下
流
に
岸
か
ら

岸
へ
作
業
用
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
プ
ル
（
直
径
三
0
ミ
リ
）

が
渡
し
て
あ
る
。
そ
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
強
い
力
で
上
流

側
に
三
セ
ン
チ
ほ
ど
づ
れ
て
い
る
跡
が
、
固
定
し
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
台
に
あ
っ
た
。
我
々
は
、

「
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
接
触
し
た
の
で
は
」
と
推
測
し

て
い
る
。

こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
プ
ル
は
、
ダ
ム
湖
の
濁
り
度

を
測
定
す
る
た
め
の
も
の
で
、
渇
水
の
た
め
に
水
面

か
ら
三
0
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
る
。
一
九
八
七
年

八
月
三
日
に
奈
良
県
十
津
川
で
は
米
軍
機
が
パ
ル
プ

材
荷
揚
運
搬
用
ワ
イ
ヤ
ー
（
直
径
―
ニ
ミ
リ
）
を
切

断
し
て
飛
び
去
っ
た
事
件
が
起
き
て
い
る
。
．
 

高
知
県
で
は
九
二
年
二
0
四
回
、
九
三
年
三
0
六

回
、
今
年
は
八
九
回
（
九
月
末
）
と
飛
行
回
数
は
増

加
し
て
い
た
。
高
度
も
「
橋
の
下
を
飛
ん
だ
」
「
パ
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「
空
の
過
密
ダ
イ
ヤ
」
で
す
。
東
京
の
住
宅
地
の
真

上
で
、
勝
手
に
コ
ー
ス
を
線
引
き
し
て
住
民
に
無
断

で
飛
行
訓
練
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ニ
ア
ミ
ス
だ

っ
て
騒
音
だ
っ
て
当
然
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
あ
た

り
の
上
空
で
立
川
、
入
間
両
基
地
の
飛
行
訓
練
コ
ー

ス
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
と
思
い
ま
す
が
、
高
度
差

が
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
す
か
。
百
メ
ー
ト
ル
っ
て

距
離
は
肉
眼
で
見
る
と
、
相
当
近
い
で
す
よ
。
一
危

な
い
，
．
」
と
感
じ
ま
す
。
今
年
十
月
に
撮
っ
た
ピ
デ

オ
だ
と
、
対
戦
車
ヘ
リ
約
十
機
絹
隊
の
真
上
を

C
1

斡
送
機
が
通
過
し
て
い
ま
す
◇

●
行
政
や
基
地
の
側
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。

尾
埼
昨
年
の
三
月
、
三
百
名
近
く
の
署
名
を
集
め

冷
淡
な
基
地
、

行
政

て
い
ま
す
。

尾
埼
今
年
の
二
月
二
十
三
日
に
終
日
調
査
を
行
っ

た
結
果
を
参
考
資
料
と
し
て
市
議
会
に
提
出
し
た
ん

で
す
が
、
こ
の
日
は
八
時
七
分
か
ら
十
九
時
三
分
ま

で
で
、
百
二
十
二
回
の
飛
行
が
あ
り
ま
し
た
。
（
米

軍
機
、
民
間
機
は
一

0
機
の
み
で
、
八
八
機
が

H
u

1
ヘ
リ
な
ど
立
川
基
地
関
係
、
二
ニ
機
が

Y
S
1
1

訓
練
機
な
ど
入
間
基
地
関
係
）
前
年
二
月
十
八
日
の

終
日
調
査
で
は
百
六
回
。
そ
の
前
の
九
二
年
十
月
二

十
二
日
の
調
べ
で
は
百
四
回
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

インタヴュー

小平の町に
騒音が降る

尾崎一郎さん
小平市騒音対策ネットワーク代表

間き手・まとめ

松戸志朗（編集部）

「
中
身
の
濃
い
」
訓
練
？

▲
哀
愁
の
町
に
は
霧
が
降
る
の
だ
が
、
小
平
の
町
に

．
 

降
る
の
は
騒
音
だ
っ
た
・
・
・
。
八
七
年
晩
秋
、
武
蔵
野

の
上
空
に
自
衛
隊
機
の
飛
来
が
急
激
に
増
え
た
。
耐

え
が
た
い
騒
音
と
、
肉
眼
で
さ
え
明
ら
か
な
ニ
ア
ミ

ス
の
危
険
を
降
り
ま
き
な
が
ら
。
時
に
は
日
に
百
回

を
越
え
る
飛
行
に
疑
問
を
持
っ
た
一
人
の
市
民
が
、

観
測
記
録
を
取
り
続
け
て
い
る
。
自
宅
の
屋
根
の
上

へ
と
上
り
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
い
、
終
日
の
調
査

を
幾
度
も
行
っ
て
き
た
。
仲
間
と
共
に
、
行
政
へ
の

申
し
入
れ
も
行
っ
た
。
：
・
古
く
か
ら
小
平
に
住
み
、

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
な
が
ら
「
基
地
監
視
人
」
で

あ
り
続
け
る
尾
埼
さ
ん
は
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ
ク
の
ギ

タ
ー
が
好
き
だ
と
語
る
若
々
し
い
人
だ
っ
た
。
◆
◆
◆
 

●
こ
の
「
調
査
」
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
し
た
か
。

尾
埼
八
七
年
の
十
一
月
こ
ろ
か
ら
、
急
に
飛
行
機

の
飛
来
と
騒
音
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

立
川
、
入
間
の
基
地
祭
の
関
係
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
。
と
に
か
く
、
う
る
さ
く

て
た
ま
ら
な
い
。
市
の
環
境
課
に
苦
情
を
言
っ
て
も
、

ら
ち
が
明
か
な
い
。
こ
れ
は
一
体
何
が
起
き
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
自
分
で
調
査
を
始
め
た
ん
で
す
。
何
が

ど
れ
だ
け
飛
ん
で
い
る
の
か
。
米
軍
機
な
の
か
自
衛

隊
機
な
の
か
民
間
機
な
の
か
。

機
種
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
、
翌
八
八
年

に
自
宅
庭
か
ら
初
め
て
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
す
る

て
、
市
議
会
に
現
状
改
善
を
求
め
る
陳
情
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
の
環
境
課
が
立
川
、
入
間
基

地
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

辺
り
は
基
地
周
辺
外
で
、
法
律
が
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
な
か
な
か
改
善
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

あ
る
程
度
の
対
応
は
す
る
も
の
の
、
い
ま
―
つ
議
会

も
腰
が
重
い
で
す
。

基
地
の
側
の
対
応
は
、
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
昨
秋

か
ら
今
春
に
か
け
て
、
立
川
基
地
関
係
の
ヘ
リ
の
飛

来
が
増
加
し
た
こ
と
が
前
出
の
二
月
二
士
二
日
の
調

査
結
果
で
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
、
立
川
基
地
に
問
い

合
わ
せ
る
と
、
ー
記
録
を
調
べ
て
も
飛
行
回
数
が
急

増
し
た
事
実
は
な
い
。
六
年
前
あ
た
り
か
ら
比
べ
て

む
し
ろ
減
っ
て
い
る
」
と
言
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
事

実
と
違
う
、
と
食
い
下
が
っ
た
ら
、
ガ
シ
ャ
ン
と
電

話
を
切
ら
れ
ま
し
た
ね
＾
：
人
間
基
地
の
場
合
も
同
じ

よ
う
で
し
た
。
「
離
発
着
記
録
は
約
一
年
で
破
棄
し

て
し
ま
う
の
で
、
分
か
ら
な
い
l

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

•
•
•
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
分
た
ち
は
自
衛
隊
の
飛
行
計

画
に
従
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
、
責
任
が
あ
る
の
は
、

幕
僚
幹
部
や
上
層
部
で
あ
る
と
、
そ
う
言
い
ま
す
ね
。

尾
埼 ●
こ
の
飛
行
回
数
の
多
さ
は
一
体
な
に
が
原
因
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
か
。

は
っ
き
り
こ
う
だ
と
は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ

騒
音
、

と
、
迷
彩
色
や
日
の
丸
が
わ
か
る
飛
行
機
が
約
五
〇

機
。
こ
れ
は
自
衛
隊
機
で
は
な
い
の
か
。
市
を
通
し

て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
横
田
に
あ
る
防
衛
施
設

局
の
解
答
が
、
「
こ
ち
ら
の
調
べ
で
は
五
、
六
機
飛

ん
だ
だ
け
で
あ
る
、
米
軍
機
か
民
間
機
で
は
な
い
か
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
資
料
を
調
べ
る
と
、

そ
の
時
見
た
飛
行
機
が
全
部
載
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

や
は
り
自
衛
隊
機
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
以
来
、
ビ

デ
オ
を
使
っ
た
観
測
を
続
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ニ
ア
ミ
ス

●
騒
音
は
や
は
り
、
大
変
な
も
の
で
す
か
。

尾
埼
大
変
で
す
ね
。
市
の
環
境
課
の
調
査
で
は
、

入
間
基
地
の

C
1
ジ
ェ
ッ
ト
翰
送
機
で
七
七
ホ
ー
ン
、

T
3
3
ジ
ェ
ッ
ト
練
習
機
で
八
ニ
ホ
ー
ン
、
立
川
基
地

の
H
u
1
ヘ
リ
が
七
六
ホ
ー
ン
な
ど
、
飛
行
直
下
で

は
地
下
鉄
の
車
内
並
み
に
達
し
て
い
ま
す
し
、
ピ
ー

ク
平
均
で
も
七
0
ホ
ー
ン
ほ
ど
と
、
鉄
道
沿
線
並
み

の
騒
音
が
降
り
注
い
で
い
る
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。

小
平
の
日
常
の
暗
騒
音
が
五
0
ホ
ー
ン
く
ら
い
で
す

か
ら
、
こ
れ
は
飛
び
抜
け
た
騒
々
し
さ
で
す
。
と
も

か
く
家
の
窓
や
天
井
が
振
動
す
る
く
ら
い
で
す
し
、

近
所
の
小
学
校
で
も
先
生
の
授
業
が
聞
こ
え
な
く
な

る
な
ど
、
市
民
か
ら
の
苦
情
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

●
歴
音
だ
け
で
な
く
、
飛
行
の
頻
度
が
多
い
こ
と

に
伴
っ
て
ニ
ア
ミ
ス
の
危
険
も
大
き
い
と
間
い

，
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ん
。
た
だ
、
基
地
の
側
の
言
い
分
、
発
着
回
数
も
保

ピ

有
台
数
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
う
の
が
も
し
真
実
―

だ
と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・
・
・
チッ

く
る
く
る
回
っ
て
る
ん
で
す
ね
、
飛
行
コ
ー
ス
が
。
ャ刊

入
間
の

Y
S
な
ど
と
く
に
分
か
り
易
い
ん
で
す
が
、
キ

基
地
を
出
て
、
埼
玉
を
回
っ
て
、
国
分
寺
、
小
平
辺
月

り
へ
と
言
う
ル
ー
ト
を
一
時
間
に
数
回
、
繰
り
返
し
”
i
ー

て
ま
す
。
飛
行
コ
ー
ス
を
増
や
す
。
当
然
訓
練
時
間
•

4
 ，
 

も
増
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
発
着
，ー

回
数
・
保
有
台
数
で
も
「
中
身
の
濃
い
」
訓
練
を
お
2
6

゜
un 

＇ー、

こ
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
防

衛
費
の
増
大
と
関
連
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。
号5
 

●
今
後
、
小
平
騒
音
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

10巻

あ
る
い
は
尾
埼
さ
ん
個
人
と
し
て
の
活
動
の
ご
勇（
 
可

予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
閏
か
せ
く
だ
さ
い
。

尾
埼
今
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た
上
で
、
も
う
一
認物

度
署
名
を
集
め
て
、
防
衛
庁
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
便郵種

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
基
地
の
側
が
、
わ
れ

第

わ
れ
は
た
だ
の
窓
口
で
あ
っ
て
責
任
は
な
い
と
言
う
―
―
-

な
ら
、
責
任
が
あ
る
の
は
幕
僚
幹
部
や
上
層
部
で
あ
日8
 
月

る
と
言
う
の
な
ら
、
そ
こ
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
と
。
1年

い
ず
れ
に
せ
よ
、
軍
隊
と
言
う
も
の
は
身
勝
手
な
、

6

突
然
何
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
て
、
8
8，
 

ー

決
し
て
市
民
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
、
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

8
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伊

波

洋

一

邸
灯
刺
中
部
地
区
労
巾
秘
屈
ね
）

嘉
山
防
衛
施
誼
庁
良
嘉
言
そ
の
復

—
沖
縄
戦
後
五
十
年
に
向
け
て

始
ま
っ
て
い
る
日
米
の
協
議
ー

沖
縄
県
民
に
米
軍
基
地
と
の
「
共
生
・
共
存
」
を

求
め
た
宝
珠
山
防
衛
施
設
長
官
発
言
は
、
九
月
九
日

の
発
言
か
ら
連
日
県
民
各
層
か
ら
の
抗
議
を
受
け
、

最
終
的
に
約
一
ヵ
月
後
の
十
月
五
日
の
衆
院
代
表
質

問
の
場
で
与
党
を
代
表
し
た
沖
縄
県
選
出
の
上
原
康

助
社
会
党
副
委
員
長
の
抗
議
と
追
求
に
、
玉
沢
防
衛

庁
長
官
と
村
山
首
相
が
不
適
切
な
宝
珠
山
長
官
発
言

「
沖
縄
か
ら
」

「
オ
キ
ナ
ワ
ポ
イ
ス
」

編
梨
委
貝

報
告
④

いまさら 1£双豆？

沖縄タイムス『峙事浸評』

1 9 9 4年 10月6日

宝
珠
山
長
官
は
、
発
言
撤
回
後
十
一
月
二
日
に
三

日
間
の
日
程
で
訪
米
し
、
来
年
の
戦
後
五
十
年
に
向

け
た
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
三
事
案
や
神
奈
川
県
逗

子
市
の
池
子
米
軍
家
族
住
宅
問
題
等
に
つ
い
て
、
米

国
防
総
省
や
米
軍
高
官
達
と
会
談
し
、
帰
国
後
の
記

者
会
見
で
は
、
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
・
統
合
な
ど

「
沖
縄
問
題
の
解
決
に
向
け
、
日
米
双
方
が
努
力
す

る
こ
と
で
一
致
し
た
」
と
述
べ
た
。

沖
縄
基
地
問
題
三
事
案
と
は
、
①
読
谷
補
助
飛
行

場
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
中
止
と
早
期
返
還
、

②
那
覇
港
湾
施
設
の
早
期
返
還
、
③
県
道
一
0
四
号

越
え
実
弾
砲
撃
演
習
の
廃
止
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
事
案
は
、
沖
縄
県
が
第
一
順
位
で
早
急

な
解
決
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
三
事
案
が

解
決
し
て
も
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
の
多
く
は
依

然
と
し
て
残
る
。

例
え
ば
、
嘉
手
納
基
地
や
普
天
間
基
地
の
軍
用
機

企
＼
‘
-
ん二グ2'／／／ ー

今
月
の
ト
ビ
ッ
ク
ス

覧

す

る

釆

醤

認

空

軍

用

磯

霙

落

十
一
月
十
七
日
に
、
池
子
米
軍
住
宅
建
設
問
題
が

逗
子
市
長
、
神
奈
川
県
知
事
、
防
衛
施
設
庁
長
官
の

三
者
で
合
意
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
緑
地
保
全

問
題
で
三
者
が
円
満
に
和
解
し
た
と
し
て
全
面
解
決

を
全
国
報
道
し
た
が
、
日
本
が
冷
戦
後
の
世
界
で
米

空
母
戦
関
団
の
駐
留
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
こ
と
へ

の
疑
問
が
―
つ
も
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
現
在
の
日

本
の
軍
拡
志
向
を
象
徴
し
て
い
る
。

同
日
、
来
日
中
の
ナ
イ
米
国
防
次
官
補
（
地
域
安

全
保
障
担
当
）
は
、
東
ア
ジ
ア
で
の
米
軍
削
減
を
中

止
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
米
の
軍
事
的
緊
密
化
は
、
冷
戦
終

了
後
の
世
界
的
軍
縮
が
東
ア
ジ
ア
で
進
ま
な
い
要
因

の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

梅
林
宏
道
氏
が
『
世
界
』
十
二
月
号
に
寄
稿
し
た

論
文
「
在
日
米
軍
は
質
的
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
」
広
大
な
米
軍
基
地
の
存
在
は
、
米
軍
の
事
件
・
事

は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
理
解
の
た
め
必
読
で
あ
る
。
故
を
必
然
的
に
多
発
さ
せ
て
い
る
が
、
十
月
、
十
一

論
文
は
米
国
が
来
年
ま
で
に
行
な
お
う
と
し
て
い
月
も
沖
縄
各
地
で
米
軍
演
習
が
行
な
わ
れ
演
習
に
起

る
「
日
米
安
保
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
常
に
米
軍
優
因
す
る
住
民
へ
の
被
害
や
山
林
火
災
、
墜
落
事
故
が

位
で
拡
大
運
用
さ
れ
て
き
た
地
位
協
定
や
日
米
安
保
多
発
し
て
い
る
。
以
下
に
最
近
の
例
を
示
す
。

の
固
定
化
の
懸
念
を
示
し
、
市
民
運
動
サ
イ
ド
も
含
十
月
十
八
日

S
二
十
日
金
武
町
で
今
年
八
回
目

め
て
日
米
安
保
の
役
割
を
日
本
で
も
再
点
検
す
る
こ
の
県
道
封
鎖
実
弾
砲
撃
演
習
、
発
射
数
二
四
0
発
。

と

の

重

要

性

を

指

摘

し

て

い

る

。

十

月

二

六

日

I
)

十
一
月
四
日
米
空
母
イ
ン
デ
ィ

私
達
は
、
日
米
安
保
の
下
で
米
国
の
言
う
ま
ま
に
ペ
ン
デ
ン
ス
艦
載
機
約
三
十
機
が
嘉
手
納
基
地
で

日
本
政
府
が
国
民
の
税
金
を
米
軍
の
た
め
に
支
出
し
訓
練
。
爆
音
被
害
が
悪
化
。
二
十
六
日
は
深
夜
（
午

続
け
る
こ
と
の
是
非
を
、
冷
戦
後
の
世
界
の
軍
縮
を
前
零
時

S
同
五
時
）
に
四
十
一
回
の
爆
音
。

尺

度

に

し

て

問

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

十

月

三

一

日

ー

十

一

月

二

日

金

武

町

で

九

回

目

i

I
 

ソJ

令？

=3-"さ 3で

宝
珠
山
施
設
長
官
が
沖
縄
基
地
問
題
で
渡
米

米
軍
と
自
衛
隊
の
緊
密
化
に
連
動
す
る
よ
う
に
、

日
米
両
政
府
の
防
衛
高
官
達
の
相
互
訪
問
が
頻
繁
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
東
ア
ジ
ア
で
の
米

軍
駐
留
が
言
及
さ
れ
米
側
か
ら
は
日
本
で
の
米
軍
駐

留
の
重
要
性
が
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て
い
る
。

現
在
進
行
し
て
い
る
日
米
両
政
府
の
軍
事
的
連
携

は
、
在
日
米
軍
基
地
の
一
層
の
機
能
強
化
と
米
軍
の

防
衛
戦
略
に
よ
り
多
く
の
日
本
政
府
の
加
担
を
強
い

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
か
ら
海
兵
隊
や
米
空
軍
が
参
加
し
た
今
年
十

一
月
の
日
米
共
同
統
合
実
働
演
習
「
キ
ー
ン
・
エ
ッ

ジ
九
五
」
で
は
、
「
貸
し
付
け
」
の
形
で
初
め
て
航

空
燃
料
を
日
本
側
が
米
軍
に
補
給
し
た
が
、
米
軍
が

称
賛
す
る
今
回
の
訓
練
費
用
サ
ポ
ー
ト
（
約
一
億
円

）
は
返
却
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

沖
縄
の
演
習
過
密
を
軽
減
す
る
た
め
の
部
隊
輸
送

費
用
な
ど
を
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
米
軍

支
援
が
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

県
道
封
鎖
実
弾
砲
撃
演
習
、
発
射
数
―
二
五
発
）
。

十
一
月
＿
一
日
金
武
町
の
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン

演
習
場
で
え
い
光
弾
に
よ
る
森
林
火
災
（
八
時
間
半

、
九
十
六
烙
焼
失
）

十
一
月
四
日
二
日
に
続
い
て
金
武
町
の
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
演
習
場
で
迫
撃
砲
弾
に
よ
る
森
林

火
災
（
十
三
時
間
、
二
十
四
器
焼
失
）

十
一
月
七
日
空
母
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
の
艦
載
機

約
十
五
機
が
、
嘉
手
納
基
地
で
四
五
〇
尭
爆
弾
や
一

朽
爆
弾
な
ど
の
実
弾
装
備
訓
練
を
連
日
実
施
、
近
隣

市
町
村
で
爆
音
被
害
。
十
九
日
現
在
滞
在
中
。

十
一
月
十
三
日
沖
縄
本
島
西
海
上
の
出
砂
島
射

撃
場
で
別
の
射
撃
場
の
演
習
許
可
を
も
ら
っ
た
米
海

兵
隊
の

C
H
ー
五
三
E
ヘ
リ
三
機
が
日
曜
日
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
射
撃
演
習
を
実
施
。
出
漁
し
て
い
た
漁

民
が
危
険
を
避
け
て
操
業
を
見
合
わ
せ
た
。

十
一
月
十
四
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
普
天
間
基
地

に
向
か
う
米
海
兵
隊
の

C
H
i
ー
五
三

E
ヘ
リ
が
エ
ン

ジ
ン
ト
ラ
プ
ル
で
宮
古
島
の
空
港
に
緊
急
着
陸
。

十
一
月
十
七
日
名
護
市
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ヮ

ブ
で
訓
練
中
の
米
海
兵
隊

U
H
I
1
N
中
型
ヘ
リ
が

墜
落
。
五
名
死
傷
。
住
民
地
域
か
ら
四
五
〇
伽
。

こ
の
一
年
米
軍
機
の
墜
落
が
頻
発
し
て
い
る
。
昨

年
十
二
月
に

F
A
一
八
戦
闘
機
二
機
が
近
海
で
墜
落

、
今
年
四
月
基
地
内
に

F
一
五
戦
闘
機
と

C
H
四
六

ヘ
リ
が
相
次
い
で
墜
落
、
八
月
に
は
ハ
リ
ヤ
ー
戦
闘

機
が
粟
国
島
近
く
に
墜
落
、
そ
し
て
今
回
。

．
 

，
 

9
 
.

.

 

米
軍
基
地
維
持
の
た
め
連
携
す
る
日
米
政
府

,

1

1

 

を
撤
回
し
、
陳
謝
し
て
一
応
決
着
し
た
．
c

宝
珠
山
長
の
数
多
く
の
墜
落
事
故
や
住
民
へ
の
爆
音
被
害
、
頻

官
も
同
日
記
者
会
見
を
行
い
、
不
適
切
な
発
言
を
撤
繁
に
起
こ
る
米
軍
演
習
に
よ
る
山
火
事
、
沖
縄
本
島

回
し
「
沖
縄
住
民
の
意
志
に
反
し
て
取
得
建
設
さ
れ
の
二

0
％
を
占
め
る
米
軍
基
地
や
広
大
な
演
習
空
域

た
米
軍
基
地
が
、
沖
縄
県
民
に
与
え
て
い
る
影
響
と
や
制
限
水
域
な
ど
、
大
部
分
の
問
題
が
戦
後
五

0
年

制
約
は
極
め
て
大
き
い
」
と
の
認
識
を
表
明
し
た
。
で
も
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
沖
縄
県
民
に
押
し
つ
け
ら

（
「
共
生
・
共
存
」
発
言
と
経
過
に
つ
い
て
は
、
前
れ
る
こ
と
に
な
る
。

号
に
詳
し
い
）
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原子力艦
入港情報

(6 7) 

94年 lOJcJ16日～ 11月21日

S級＝原子力潜水艦スタージョン級
し級＝原子）J潜水艦ロサンゼルス級

◆1 0月22 LJ 

◇ 同 日

◆1 1月9日

◇ 1 1月12日

♦ 同 日

◇1 1月14日

♦ 同 日

◇ 1 1月15日

09:23 原潜ウイリアム •H· ベイツ
(s級）ホワイトピーチに入港。

09:42原潜ウイリアム• H・ベイツ
(s級）ホワイトビーチを出港。

1 3 : 5 7原潜ヒューストン (L級）横須
賀に人港。

1 0 : 0 4原潜ヒューストン (L級）横須
仇＇を出港。

l 3 : 3 7原子力巡洋艦カリフォルニア
（カリフォルニア級）横須賀に人港。

07:53原子力巡洋艦カリフォルニア
（カリフォルニア級）横須賀を出港。

13:54原潜ソルトレイクシティ（し級）
横須賀に人港。

1 0 : 0 0原潜ソルトレイクシティ (L級）
横須賀を出港。

●1994年 1月1日から 11月21日の各地への原子）J

艦入港回数は

横須賀 30回（うち原潜24回）

佐世保 1 3団（うち原潜12回）

ホワイトピーチ 14回（うち原潜12回）
（沖縄．勝連町）

合計 57回（うち原潜48回）

◆
◆
米
国
防
省
が

9
月
22
日
に
核
政
策
の
基
本
姿
勢

の
見
直
し
一
ー
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
ー
・
ポ
ス
チ
ャ
ー
・
レ

ビ
ュ
ー

(
N
P
R
)
」
を
発
表
し
た
。
日
本
に
関
係
す

る
こ
と
で
言
え
ば
、
原
潜
を
除
く
す
べ
て
の
空
母
と

墨
艦
か
ら
核
能
力
そ
の
も
の
を
な
く
す
、
と
い
う

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
を
、
平
和
資

料
協
同
組
合
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
調
査
の
結
果
を
発

表
し
た
。

◇
◇
つ
ま
り
、
有
事
搭
載
の
可
能
性
も
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

◆
◆
発
表
の
内
容
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。

◇
◇
そ
ん
な
に
重
要
な
こ
と
が
、
日
本
で
な
ぜ
報
道

さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

◆
◆
い
や
、
新
聞
報
道
は
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
朝
日

は
9
月

24
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
記
事
を
載
せ
て

い
る
。
「
核
戦
略
見
直
し
計
画
一
と
い
う
言
葉
も
ち

惑
―
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
国
家
単
位
で
米
艦
船
を
止
め
て

し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

◇
◇
核
搭
載
可
能
艦
船
の
入
港
時
l

}

、
横
須
賀
市
や

神
奈
川
県
が
行
っ
て
い
た
外
務
省
へ
の
一
非
核
の
確

認
要
請
l

も
、
「
戦
い
」
の
ひ
と
つ
と
い
う
わ
け
か
。

♦
◆
そ
う
だ
。
核
が
あ
る
か
ら
、
安
保
容
認
の
人
々

か
ら
も
艦
船
の
入
港
に
対
す
る
祗
抗
を
生
み
出
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
核
を
す
て
て
、
行
動

の
自
由
を
手
に
入
れ
よ
う
と
。
こ
こ
だ
問
題
は
。

◇
◇
た
し
か
に
ブ
ッ
シ
ュ
声
明
以
後
、
市
も
県
も
外

務
省
へ
の
要
請
を
止
め
、
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
に
つ
い

て
も
、
前
回
は
入
港
反
対
を
言
っ
た
が
、
今
年
3
月

ゃ
ん
と
使
わ
れ
て
い
て
、
扱
い
も
小
さ
く
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
記
事
は
「
核
戦
力
の
配
備
は
停
止
す
る

一
と
い
う
内
容
で
、
核
能
力
そ
の
も
の
を
無
く
す
と

は
書
い
て
な
い
。
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
声
明
と
の
違
い
が

読
み
と
れ
な
か
っ
た
。
ま
あ
、
し
か
し
、
言
わ
れ
る

ま
で
誰
も
気
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
本
当
だ
。

◇
◇
で
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
、
そ
の
発
表
を
僕
ら
は

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
な
の
か
。

●
●
ふ
た
つ
の
相
反
す
る
思
い
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て

い
る
（
笑
）
。

◇
◇
も
う
少
し
、
具
体
的
に
言
っ
て
よ
。

●
●
「
ヨ
コ
ス
カ
を
非
核
の
街
に
」
を
、
運
動
の
柱

の
ひ
と
つ
に
し
て
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
原
潜
へ
の
有

事
搭
載
は
残
る
に
し
て
も
、
他
の
艦
船
か
ら
核
搭
載

の
可
能
性
が
消
え
た
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
「
よ
ろ
こ

ば
し
い
一
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

の
入
港
時
に
は
つ
い
に
反
対
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

◆
◆
こ
の

10月
に
大
阪
港
ヘ
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
の
随

伴
艦
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
が
入
港
し
た
が
、
大
阪
市
の

問
い
合
わ
せ
に
、
米
軍
は
「
核
は
積
ん
で
い
な
い
一

と
回
答
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た

(10.21朝

m

大
阪
本
社
版
）
。
事
実
と
す
れ
ば
、
核
の
有
無
を
明

ら
か
に
し
な
い
政
策
変
わ
っ
た
わ
け
で
、
い
よ
い
よ

一
非
核
で
ど
う
だ
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
か
ん

じ
だ
。
「
戟
争
一
か
ら
「
紛
争
一
へ
と
、
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
戦
略
が
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
大
き

な
核
を
手
放
す
こ
と
で
、
動
き
易
さ
を
獲
得
し
よ
う

と
す
る
一
部
分
的
非
核
政
策
一
が
で
て
き
た
。
さ
あ
、

ど
う
す
る
か
、
だ
。

読
者
か

米
艦
船
が
手
に
入
れ
る
も
の

核
能
力
を
す
て
て

ら
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◇
◇
し
か
し
、
自
分
の
実
感
に
そ
っ
て
正
直
に
言
え
第日

ば
、
現
れ
た
結
果
と
運
動
の
役
割
の
関
係
は
よ
く
見
1
86
 

え
な
い
。
僕
ら
の
運
動
は
な
に
を
な
し
得
た
の
か
…
。
｝

◆
◆
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
お
家
の
清
が
年8
 
8
 

ー

あ
っ
て
の
決
定
で
、
運
動
そ
の
も
の
が
作
り
出
し
た

9

結
果
と
い
う
の
は
強
引
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
お
家
2
0

の
事
清
は
、
様
々
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
作
り
出

11
A~ 

さ
れ
て
い
て
、
地
球
規
模
の
ア
メ
リ
カ
の
核
に
対
す

99
ー

る
異
議
申
し
立
て
も
間
違
い
な
く
そ
の
う
ち
の
ひ
と
62
 

つ
だ
っ
た
。
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
僕
ら
の
運
動

No

も
、
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
は
い
た
の
だ
か
ら
。

◇
◇
相
反
す
る
も
う
―
つ
の
思
い
、
と
は
。

◆
◆
ア
メ
リ
カ
は
水
上
艦
か
ら
核
を
外
す
こ
と
で
、

手
に
入
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
核
が
標

準
装
備
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
は
世

界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の
「
核
持
ち
込
み
疑

＂
（
ま
）
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
四

人
の
ホ
ー
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
派
手
さ
は
な

い
が
、
一
番
い
い
音
を
出
す
S
a
x
で
し
た
。
コ
ッ

コ
ツ
と
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
編
集
を
す
る
（
ま
）
さ

ん
ら
し
い
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
よ
。
た
だ
平
凡
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
し
て
い
る
自
分
に
比
べ
夢
を
も
っ
て
い

る
（
ま
）
さ
ん
た
ち
を
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。

―
自
分
は
こ
れ
で
い
い
の
か
」
と
い
つ
も
自
問
し
て

い
ま
す
が
、
勇
気
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
人
間
な
ん
て
皆
そ
ん
な
も
ん
な
の
で
し
ょ
う
か
？

（
小
林
宏
光
／
横
浜
市
）

曾

N
P
T
体
系
を
強
め
、
朝
鮮
半
島
の
反
核
平
和
、

安
全
を
保
障
す
る
た
め
最
近
米
国
と
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
間
で
基
本
合
意
に
達
し
た
内
容
は
ア
ジ

ア
と
世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
歴
史
的
意
義
を
も

つ
も
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ご
多
忙
だ
と
思
い

ま
す
が
、
絹
集
部
で
日
本
の
反
核
平
和
と
関
連
の
深

い
上
記
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て
下
さ
れ
ば
幸

で
す
。
（
成
在
龍
／
団
体
役
員
／
東
京
都
）

＂
い
つ
も
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
お
送
り
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実
は
送
付
を
止
め
て
い
た
だ

こ
う
か
、
で
も
読
み
応
え
が
あ
る
し
…
か
と
い
っ
て

（非核市民宣言運動ヨコスカ）
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さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
に
加
入
、
整
理
し
な
け
れ
ば
僅
か

年
五
0
万
余
の
年
金
で
死
ぬ
ま
で
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
身
と
な
っ
た
今
、
と
て
も
無
理
…
と
思
案
し

て
い
る
う
ち
に
日
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
止
め
る
に
は
惜
し
い
。
他
の
こ
と
を
整
理
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
今
回
は
賛
助
金
の

み
送
付
し
ま
し
た
。
会
費
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

（
植
木
悦
子
／
家
事
手
伝
い
／
明
石
市
）

＂
脱
欧
入
亜
の
時
代
で
す
。
日
本
人
が
ア
ジ
ア
の
人

々
と
ど
の
よ
う
な
つ
き
あ
い
を
す
べ
き
か
。
各
国
の

人
々
か
ら
十
分
に
よ
く
間
い
た
ほ
っ
が
良
い
、
と
常

々
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
自
衛
隊
が
海
外
に
行

っ
て
し
ま
う
の
か
？
い
っ
そ
う
日
本
人
は
世
界
の

人
々
に
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
。
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
今

会計報告
(94. 10. 22~94. 11. 25) 

［収入］

後

窯

戸

鴫

令

日
こ
の
頃
で
す
e

（
荒
巻
克
司
／
志
木
市
）

曾
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
誓
察
予
備
隊
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
警
察
で
足
り
て
い
た
の
に
何
で
予
備
隊
が
必

要
な
の
か
理
解
に
苦
し
み
ま
し
た
。
や
や
あ
っ
て
、

そ
れ
が
自
衛
隊
と
な
り
戦
車
、
飛
行
機
、
軍
艦
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
世
界
第
二
の
軍
国
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
戦
に
や
ぶ
れ
平
和
国
家
を
悪
法
で
誓
っ

た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
ま
た
大
き
な
国
費
を
軍
備

に
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
節
約
し
て
国
民
の
福
社

充
実
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
久
保
秀
吉
／
八
七
オ
・
無
職
／
和
歌
山
県
有
田
郡
）

0前月からの繰越

0今月の収人

会費収人

「維持団体

］三人

通信会員

カンパ収入

資料収入＊

［支出］

●今月の支出

事務所代（ 11月）

水道光熱費

電話・ FAX費

郵送費

文具、備品

印刷・コピー代

行動費＊ ＊ 

郵便振替等手数料

雑費

●次月への繰越
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42.000 

゜
169.437 

35.000 

6.230 

10.669 

58.432 

6.863 

50.063 

゜1. 060 
1. 120 

-16. 776 

＊平和資料協同組合（準）の資料収入は、別会計

とします。

＊ ＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算とな

っているため、それにあてはまらない収支のみ

が、この欄に計上されます。
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●
-
思
い
や
り
予
算
」
で
米
軍
家
族
住
宅
が
建
つ
逗

子
の
池
子
。
例
の
宝
殊
山
防
衛
施
設
庁
長
官
、
国
と

逗
子
市
と
の
和
解
（
り
）
の
日
に
言
っ
て
く
れ
た
ね

「
規
模
縮
小
に
同
意
し
て
く
れ
た
米
軍
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
l

ナ
ン
ダ
、
ナ
ン
ダ
、
ナ
ン
ダ
！

今
月
の
「
事
務
所
へ
の
坂
道
情
報
」
は
、
赤
や
黄

色
の
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
：
｀
で
す
。
（
や
）

●
今
日
は
A

・
ア
イ
ラ
ー
ー
の
命
日
。
小
難
し
い
こ
と

を
言
わ
ず
、
あ
の
一
う
た
―
を
聞
き
た
い
。
（
ま
）
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